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　縄文時代のアサ利用の研究のひとつの画期となったのは，1970 年代から 1980 年代にかけて発掘
調査が行われた，福井県鳥浜貝塚である。鳥浜貝塚からは縄文時代草創期から前期の多数の植物遺
体が出土しており，各種の自然科学分析が行われた。布目順郎［1984］は，鳥浜貝塚から出土した
縄類 6 点と編物 2 点の繊維の断面・側面形態を観察し，縄類 2 点を大麻，1 点を大麻様とし，編物
1 点（太糸・細糸の両方）を大麻と同定した。このうち，大麻とした縄類 1 点と大麻様とした縄類
は縄文時代草創期の層準のものであり，他は縄文時代前期の層準から出土したものである。また，












































を試料として 14C 年代測定が行われ，8,955 ± 45 14C BP の年代が得られた［工藤ほか，2009］。これ
は較正年代で約 10,000 cal BP であることから，後氷期初頭の年代に相当する。
　・菖蒲崎貝塚
　秋田県由利本荘市の菖蒲崎貝塚からは，5 トレンチ 10 層上面から出土した早期後葉の早稲田 5 類
の大型の土器の内面に，炭化して付着したアサ果実が見つかった［辻・南木，2007］。約 20 粒が内面
に付着しており，土器を用いてアサ果実を煮沸していたことを示す，縄文時代で初めての証拠であ










出土した［笠原，1984，1987］。第 7 次発掘の第 7 層は縄文時代前期末の層準にあたる。笠原は北海道
江別太遺跡から出土したアサ果実と鳥浜貝塚のアサ果実の大きさを比較した。そして第 7 層 No. 6
の 2 点が長さ 3.0～3.5 mm，幅 2.7～3.0 mm と小さいことを指摘し，縄文時代前期の鳥浜貝塚には，
大粒と小粒の雑多な多型のアサがあったと推測した［笠原，1987］。
　・里浜貝塚






FSX11 では 2 点の 14C 年代が実施され，上層のトチノキ種子で 4120 ± 50 14C BP，下層のトチノキ















　北海道千歳市のキウス 4 遺跡では，縄文時代後期の盛土遺構から見つかった焼土 16 の中から，5
点のアサ炭化果実が出土した［吉崎・椿坂，1998a］。盛土遺構は縄文時代後期後半の堂林式期の遺構
である。また，A 地区の縄文時代後期後葉の水場遺構から，アサ果実 1 点が検出された［吉崎・椿
坂，1999］。これらについては大きさの記載もあり，長さ 3.2 mm，幅 2.2 mm，厚さ 1.85 mm と小粒
の個体である。また，R 地区の縄文時代後期の盛土遺構に隣接する包含層の焼土からも 1 点のアサ





遺跡名 所在地 時代 出土層位・遺構 出土部位 数量 文献 備考
鳥浜貝塚 福井県三方町




沖ノ島遺跡 千葉県館山市 早期 果実 4 小林ほか2008 8955±45BP
菖蒲崎貝塚 秋田県由利本荘市 早期 土器付着 炭化果実塊 多数 辻・南木2007 アサの年代測定 6745±50BP（Tka–14058）
里浜貝塚 宮城県東松島市 前期 西畑北 SNH–B 地点・11c 層 果実破片 1 吉川・吉川2003








余山貝塚 千葉県銚子市 後～晩期 炭化物中 果実 多数 酒詰1963　粉川1979
江坂によればヒョウタン
以外はコンタミ？




トチ塚 果実 少数 松谷1989
後期末晩期 果実 松谷1989
桜町遺跡 富山県小矢部市
後期末葉 SK171貯蔵穴 果実半分 1 吉川2005
後期末葉
～晩期 包含層Ⅶ–a 果実半分など 5 吉川2007
野地遺跡 新潟県胎内市 後期末葉～晩期前葉
P1区晩期 H7b 層 果実 40
吉川2009晩期 H5，H4e，H4c，H4a，H1層 果実 数点ずつ
後期　SK2716, SK2727, SF2606, 


























13E グリッド　11層 果実 1
吉川2002a オニグルミ・トチノキ多数長田沢1地区 20Ⅰ2グリッド　12d 層 果実 11
長田沢1地区 





果実半分 4 吉川2004 是川中居遺跡4 オニグルミ・トチノキ多数




上谷地遺跡 秋田県由利本荘市 後期前葉 SD18（水さらし場） 果実 1 パリノ・サーヴェイ2005 年代測定値あり
青田遺跡 新潟県新発田市
晩期後葉 廃棄層SX958 S4～S3層（1層，6層） 果実 10以下
吉川2004b
晩期後葉 廃棄層 SX1685 果実 10以下
晩期後葉 廃棄層 SX1686 果実 10～50
晩期後葉 廃棄層 SX1687 果実 10以下
晩期後葉 廃棄層 SX1688 果実 10～50




　北海道千歳市キウス 5 遺跡では合計 5 点のアサが出土した［吉崎・椿坂，1998b］。台地部の遺構




代遺跡で最も多くのアサ果実が見つかった遺跡である。D 区の捨て場 1 の連続資料からは合計 100
点のアサ果実が見つかった［吉川，2001］。時期的には後期末葉から晩期前葉に位置づけられる。H
区（南の沢）では樹皮製容器の直下の堆積物の洗い出しによって 4 点のアサ果実が検出された［吉









たる 610b 層からアサ果実 2 点が検出されている［吉川，1997］。
　・野地遺跡
　新潟県胎内市の野地遺跡では多数のアサ果実が確認されている。堆積物からは，P1 区の縄文時代






















三引遺跡 石川県七尾市 中期以降 6X21–22Y セクションⅢ層植物質 果実 不明 パレオラボ2001 表にはアサの記載なし 写真図版にアサあり
山王囲遺跡 宮城県栗原市











長軸約 2.0 mm，短軸約 1.5 mm の倒卵形の炭化種実が塊状になった“炭化果実塊”が出土している。
炭化果実塊は直径 3～6 cm の不定形な塊となって検出された［佐々木・工藤，2006］。この果実は直














　富山県小矢部市の桜町遺跡では，縄文後期末葉に相当する第 3 調査区東 SK171 貯蔵穴の底部一括
試料から，果実半分が 1 点出土している。この貯蔵穴ではドングリで 3060 ± 40　14C BP の年代が
得られている［吉川，2005］。また，縄文後期末～晩期に相当する，第 3 調査区の包含層Ⅶ–a でアサ




が，S4～S3 期の廃棄層 SX958 では 1 層，6 層から 10 点以下，S1 層期の廃棄層からは SX1685・





























遺跡 所在地 時代 出土層位・遺構 出土部位 数量 文献 備考
菜畑遺跡 佐賀県唐津市 早期 果実？ 8 渡辺・粉川1982
亀井遺跡 大阪府八尾市
前期～中期 11A（弥生前期中葉以前） 果実 4
黒松・粉川1986
前期～中期 24C（2個体）・24D（10個体） （弥生中期6の井戸 SE2402） 果実 12
前期～中期 24F（8個体）・24G（10個体） （弥生中期7の井戸 SE2401） 果実 18
前期～中期 20A（弥生中期6の土坑（SE2001） 果実 19
風張（1）遺跡 青森県八戸市 前期後葉 第37号竪穴住居跡 ？ 1 青森県史編纂考古部会編2005 分析は Andrea によるもの
中在家南遺跡 青森県仙台市
中期 15a 層 果実 37
吉川1996
中期 15c 層 果実 170
石之坪遺跡 山梨県韮崎市 中期前半 135号土坑 果実 1 吉川2000a 住居の炉覆土フラスコ状土坑より出土
常代遺跡 千葉県君津市 中期 果実 4 百原1996
池子遺跡 神奈川県逗子市 中期











雑 草・ 水 田 雑 草 を 含 む 
2920±80BP（Gak–16288）
桜ヶ丘遺跡 兵庫県神戸市 中期 銅鐸と銅戈に付着 大麻布 布目1969
納所遺跡 三重県津市 中期 H 地区 I–42地点 果実 21 武田・塩谷1979 平均（9粒）粒長3.33mm，粒幅3.01mm，粒厚2.73mm
高田 B 遺跡 宮城県仙台市
中期中葉 SR1自然流路10層 果実 半分（6） 完形（2） 吉川2000b
SR1自然流路13層 果実 半分（2）
日高遺跡 群馬県高崎市






後期 南区170号溝 果実 5
後期 北区164号溝 果実 5
新保遺跡 群馬県高崎市
中期末～ 




後期後半 2B 溝 果実 16
江上 A 遺跡 富山県上市町
後期 溝 SD02 果実 1
粉川・吉井1984
図版あり
後期 溝 SD13 果実 111（110は破損）
新保田中村前
遺跡 群馬県高崎市 後期 2号河川跡第Ⅲ河道 果実 5 松谷1993 多種多様の種実遺体
吉崎・次場遺
跡 石川県羽咋市 後期 SK12 果実 37 南木1994
徳王遺跡 熊本県熊本市 後期 紡製鏡の鈕孔内から産出 大麻繊維束 布目1983
西弥護免遺跡 熊本県大津町 後期 大麻布 布目1983
登呂遺跡 静岡県静岡市 後期 粘土層から産出 大麻布 布目1983
桜町遺跡 福島県湯川村
後期 91号土坑最下層（FB.001） 果実 2＋破片9
古環境研究所2011
後期 91号土坑12層（FB.002） 果実 21＋破片46
後期 94号土坑土器内（FB.004） 果実 破片4
後期 94号土坑最下層（FB.006） 果実 1＋破片24 最下層は2サンプル
後期 94号土坑最下層（FB.007） 果実 破片10
国府関遺跡 千葉県茂原市 弥生終末～古墳初頭
第1流路（自然流路）を埋積す





まれる炭化植物の水洗選別が Andrea によって行われ，イネ 496 点，アワ 6 点，ヒエ 1 点，イナキ
ビ 2 点，アサ 1 点が検出された［青森県史編さん考古部会編，2005］。
＜弥生時代中期＞
　・中在家南遺跡
　宮城県仙台市の中在家南遺跡では，弥生時代中期に相当するⅨ D 区の 15a 層からアサ果実が 37
点，同区 15c 層から 170 点のアサ果実が出土している［吉川，1996］。
　・高田 B 遺跡
　宮城県仙台市の高田 B 遺跡では，弥生時代中期の堆積物から多数の木製品を含む植物遺体が出土
している。弥生時代中期の自然流路 SR–Ⅰの 10 層および 13 層からアサ果実が検出されており，10
層が 8 点，13 層が 2 点である［吉川，2000b］。
　・亀井遺跡
　前述した大阪府亀井遺跡の弥生時代中期の 6 の井戸（SE2402）からアサ果実が 12 点検出された。



























東町遺跡 福岡県粕屋郡古賀町 中期 水田跡 果実 不明 高倉編1973








　三重県津市の納所遺跡では，H 地区の I–42 地点の堆積物の分析で，21 点のアサ果実が検出され
ている。この堆積物は弥生時代中期の層準にあたる。9点のアサ果実の計測値も掲載されており，平

































　群馬県高崎市の日高遺跡では，北区の 164 号溝，弥生 2 号井戸，南区の 171 号溝，170 号溝の堆




体が出土している。そのうち，弥生時代中期末から後期初頭の E 溝から 10 点，弥生時代後期後半
の 2B 溝から 16 点のアサ果実が検出されている［粉川，1986］。
　・新保田中村前遺跡
　同じく群馬県高崎市の新保田中村前遺跡では，弥生時代の旧河道から多数の植物遺体が出土して






















































跡から出土した縄文時代早期のアサ果実の 14C 年代．植生史研究 17：29–33．　
工藤雄一郎・佐々木由香．2010．東京都東村山市下宅部遺跡から出土した縄文土器付着植物遺体の分析．国立歴史民
俗博物館研究報告 158：1–26.









































































吉川純子．2000b．高田 B 遺跡より出土した大型植物化石．「高田 B 遺跡　第 1 分冊　本文編」仙台市文化財調査報
告書第 242 集，67–79，仙台市教育委員会．



















吉崎昌一・椿坂恭代．1998a．キウス 4 遺跡から出土した炭化植物種子について．「千歳市　キウス 4 遺跡（2）」（財）
北海道埋蔵文化財センター調査報告書第 124 集，pp. 357–371，（財）北海道埋蔵文化財センター．
吉崎昌一・椿坂恭代．1998b．キウス 5 遺跡 A–2 地区から出土した炭化植物種子．「千歳市　キウス 5 遺跡（5）」（財）
北海道埋蔵文化財センター調査報告書第 125 集，pp. 369–382，（財）北海道埋蔵文化財センター．
吉崎昌一・椿坂恭代．1999．北海道キウス 4 遺跡 A・H・I・K 地区から出土した縄文時代の植物種子．「千歳市　キ
ウス 4 遺跡（3）」（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第 134 集，514–521，（財）北海道埋
蔵文化財センター．
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